
１．概要と目的
　“しつらい”を通して、野田の年中行事や市民会館（和室）の構造について理解を深め、市民会館の利用
促進と、自主的な学習・実践を行い、その成果をまちづくりに活かすことができる自主調査研究グルー
プの結成を目指す。
　講義で、“しつらい”の歴史や日本の年中行事との関わりについて当館学芸員より紹介した上で、講演
では、野田市域の年中行事におけるしつらいについて、野田市史編さん委員会編集委員の小川浩氏にお
話いただいた。実習編では、当館のしつらいを担当する職員の助言のもと、講義を活かしながら手軽に
できるしつらいを練習し、参加者で協力しあって市民会館をしつらえた。

２．内容 

３．振り返り
　参加者からは、「野田の歴史や文化、さらに日本の文化やしつらいのことを楽しく学ぶことができた」
「講義だけでなく、実際に部屋を飾り付ける機会があったのがとてもよかった」「今回学んだことは、家
庭や地域、教育の場等で活用できるのではないか」といった感想や意見が多く寄せられた。
　講座終了時に自主調査研究グループとして活動を継続して行うことを呼びかけ、賛同を得た 14名に
より、市民会館のしつらいとそれに応じた年中行事等の学習を行うグループが立ち上がった。

キャリアデザイン事業
市民の自主調査研究グループ育成

四季の暮らしを楽しむ　和の “しつらい”レッスン
※日程は２．内容に掲載　　時間：10時～ 12時
講　師：第１回　岩田明日香（当館学芸員） 
　　　　第２回　小川浩氏（野田市史編さん委員会編集委員）
　　　　第３～５回　澁谷由梨子（市民会館しつらい担当）　
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：第 1回 22人、第 2回 16人、第 3回 18人
　　　　第 4回 20人、第 5回 19人

第 1回
第 2回
第 3回
第 4回
第 5回

月　　日
7月 10 日（日）
7月 17 日（日）
7月 24 日（日）
7月 31 日（日）
8月 7日（日）

内　　　　容
講義　しつらいの歴史と文化
講演　四季折おりのしつらい～野田地方の年中行事を中心に～
実習 1　おうちでできる夏のしつらい　
実習２　和室（市民会館）のしつらいにチャレンジ１
実習３　和室（市民会館）のしつらいにチャレンジ２
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１．目的
　キャリアデザインによるまちづくりにおいては、自らの住む地域を知って地域コミュニティの一員と
しての自覚と誇りをもち、さらに能動的に動く自立した市民が望まれる。そのあり方の一つとして、自
らの住んでいる地域の文化や歴史に目を向けて自主的に調査研究活動を行うグループが挙げられる。こ
の市民の自主調査研究グループを育成していくことが当館の事業の大きな柱の 1つとなっている。
　野田市には野田市文化団体協議会をはじめとして、市民の文化団体が数多く存在するが、自主調査研
究グループはそれら既存の団体とは異なり、当館で開催される事業をきっかけとして発足する。博物館
や市民会館を拠点として活動を行い、その研究成果を企画展などの形で博物館に還元していくなど、協
働でまちづくりを担うパートナーとして位置づけられる。
　博物館はグループの育成のために、地域の歴史・文化・自然に関する連続講座を実施し、講座終了後
に活動の継続を呼びかける。また、連続講座の講師も市民の学識経験者に依頼し、グループが結成され
た際は講師がリーダーとなって主導的な役割を果たしてもらう。学芸員は人材バンクに登録された情報
をもとに同じような興味関心を持つ人たちを集めたり、研究発表の場を確保するなどのサポートを行う。

２．農業に関する自主調査研究グループの活動履歴
　平成 27 年度に実施された連続講座受講者 3名が集まり、自主調査研究グループが結成された。農業
や農具について市民等から聞き取りを行うほか、館蔵の農具などを調査し、記録を残していくことを目
的としている。本年度は 11 回活動し、ざる・かごなどの竹細工製作者や、元タバコ栽培農家の方など
から聞き取り調査を行った。しかし、メンバーの不足により、一時活動を休止することとなった。

3．しつらいに関する自主調査研究グループ「室礼サロン・たのしい和」の活動履歴
　8月 21 日に講座参加者が集まって活動の内容、日程などを話し合い、活動を開始した。毎月第１、
第３日曜日の 10時から 12時まで、市民会館を中心に本年度は 12回活動を行い、市民会館のしつらい
と年中行事の学習を中心に活動を行った。また、しつらいの参考とするため、11月 20 日に遠山記念館
を、3月4日に一茶双樹記念館のお雛様を見学した。同月19日の話し合いの結果、グループの名称を「室
礼サロン・たのしい和」と命名した。

4．展望と課題
　農業に関する自主調査研究グループについては、活動メンバーの絶対数が少なく、安定して活動を続
けるにはメンバーの募集等が必要であると思われる。今年度結成したしつらいに関する自主調査研究グ
ループについては、現在のところメンバー数も多く活動へのモチベーションが高いので、まずは活動が
軌道に乗るよう、随時適切なサポートを行っていきたい。

キャリアデザイン事業
市民の自主調査研究グループ育成
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１．概要と目的
　NPO法人野田文化広場が設立当初より開催してきた講座を博物館自主事業という形で継続実施して
いる。まちの仕事人講話では、「仕事とは何か？」をそれぞれの仕事道の経験者に直接語ってもらい、仕
事や職業についての理解を促す。芸道文化講座では地域の文化を話題にするばかりでなく、国内や海外
の文化を題材にして、文化がもつコミュニケ－ションの可能性を描きだすことを目的とする。各回異な
る仕事、テーマについて講義していただく講師は野田市民を中心に依頼している。また講座の最後に
は懇談の時間（約 30 分）を設け、講師と参加者、あるいは参加者同士のコミュニケーションの時間をと
っているのが特徴である。

２．内容 

キャリアデザイン事業

寺子屋講座　まちの仕事人講話・芸道文化講座
実施日：毎月第 1、3日曜日　各 12講座
時　間：各回とも 13 時 30分～ 15時 30分
場　所：市民会館
資料代：大人 500円、学生（高校生以上）250円、中学生以下無料
※実施日、時間、場所はいずれも通常の場合。各回の詳細は２．内容に掲載。

事業区分：自主事業

第133回
仕事人
講　師　　坂本鏡子氏（元・スタジオKYOKO主宰）
4月 3日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　15人

「フラワーアレンジメントで人生に彩りを！」

第133回
芸道
講　師　　前田みのる氏（カナグヤ化粧品代表／メイキャップアーティスト）
4月 17日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　15人

「プロメイクアーティスト前田みのるが教える 貴方にあった眉描き方レッスン」

第134回
芸道
講　師　　新井英夫氏（野口体操指導者・体奏家／ダンスアーティスト）
5月 1日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　13人

「力を抜いて ほぐして健康・野口体操をやってみよう
　　　　～動きが変われば楽になる、自然に学ぶ体操の体験講座～」

第134回
仕事人
講　師　　上原庸生氏（株式会社上原専務取締役）、平尾彰氏（葬祭ディレクター 1級）
5月 15日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　18人

「家族葬ってなに？あなたの疑問にお答えします」

第135回
仕事人
講　師　高瀬泉氏（中国推拿整体師・AEAJ 認定アロマテラピーインストラクター／ tuina&aroma あんじゅオーナー）
6月 5日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　34人

「中国医学・推拿・ツボで季節の養生法を知る
　　　　～治癒力を高め、病気にならないカラダづくりを～」

すい  な
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第135回
芸道
講　師　　土肥孝氏（元文化庁文化財保護部（考古部門）主任調査官／東洋大学大学院非常勤講師）
6月 19日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　35人

「縄文の復元」

第137回
芸道
講　師　　髙梨東道氏（郷土玩具収集家）
8月 7日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　22人

「集め始めて44年　収集の楽しみと悩み」

第137回
仕事人
講　師　　鈴木健司氏（メープルカイロ院長／スポーツカイロトレーナー）
8月 21日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　8人

「今日から実践！運動、スポーツ障害の予防法」

第138回
仕事人
講　師　　小梶直人氏、吉田信海氏（能楽師狂言方大蔵流）
9月 4日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　12人

「狂言にふれてみよう～信長・秀吉・家康．．．武将たちが愛した“笑い”とは？～」

第138回
芸道
講　師　　藤崎興朗氏（元・警視庁逮捕術師範／日本武道館武道学園杖道講師）
9月 18日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　25人

「あなたの暮らしを守る防犯意識と護身術」

第139回
仕事人
講　師　　飯野きみ子氏（野田地区保護司会会長）
10月 2日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　10人

「保護司ってどんな仕事？」

第139回
芸道
講　師　　山田哲也氏、布目喜甲氏（野田地方史懇話会 拓本サークル）
10月 16日（日） 市民会館　松竹梅の間、博物館前庭 参加者　13人

「拓本を体験してみよう」

第140回
仕事人
講　師　　古矢勝氏（日本綜合医学会常任理事／食養指導士）
11月 6日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　10人

「食育でゲンキ！」

第140回
芸道
講　師　　重野宏一氏（筑波大学大学院博士課程／斯文会会員）
11月 20日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　12人

「はじめての漢詩～杜甫の詩を読んでみよう～」

第136回
芸道
講　師　　横川しげ子氏（横川しげこ礼法きもの学院・学院長／マナー検定指導員）
7月 3日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　15人

「礼法で、相手に感謝し思いやる心を表現してみましょう」

第136回
仕事人
講　師　　上坂暢一氏（株式会社カトー 営業部）
7月 17日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　9人

「実は簡単！だけど奥が深い　はじめませんか、鉄道模型」
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３．振り返り
　例年どおり多彩なテーマの講座となった。健康に関する講座が多いというのは近年に見られる傾向で
あり、今年もそれは続いたが、医学、体操、食と異なる切り口を設定することで、偏りが生じないよう
に努めた。また、今年も若い世代の方を講師に迎えている。このような世代の方にお話しいただくこと
は、講師の年齢層が高くなりがちな中で、若者の活躍を紹介する貴重な機会となる。若い世代の参加者
への刺激となれば喜ばしいことである。参加者の総数は、ほぼ例年どおりであるが、大学からの授業の
一環として多くの学生が参加した。中～高齢層の参加者との世代間交流の場として、講座に設けている
コミュニケーションの時間が生かされていた。今後も様々な世代のバランスのよい参加を目指していき
たい。スタッフ数については昨年度と同様に、少人数ながらも安定しており、比較的スムーズに運営を
行うことができた。

第141回
仕事人
講　師　　肥後松男氏（野田ガーデニングクラブ会長／山の自然学クラブ会員）
12月 18日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　20人

「身の回りの自然に目を向けてみよう～ガーデニングの経験から～」

第142回
仕事人
講　師　　藤井実氏（元パレスホテル大宮中国料理長／専門学校野田鎌田学園専門調理師）
1月 15日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　12人

「中国料理一筋40年、その経験を語る」

第143回
仕事人
講　師　　石山奈帆氏（ぽぽぽべーぐる店主）
2月 5日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　22人

「まぁるく繋がる、ベーグルが結ぶ人と人」

第143回
芸道
講　師　　内海陽一氏（千葉県立中央博物館市民研究員／日本蘚苔類学会会員）
2月 5日（日） 市民会館　松竹梅の間、庭園 参加者　21人

「あなたの足元に広がる、実は身近なコケの世界へ」

第144回
仕事人
講　師　　長原歩氏（元キッコーマン研究本部・ウィスコンシン大学食品研究所／農学博士）
3月 19日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　30人

「しょうゆの安全性、そして知られざる機能性　研究者からの報告」

第144回
芸道
講　師　　川崎くみ氏（森のオカリナ「樹・音」公認講師）
3月 19日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　17人

「癒しの木の笛講座～どなたでも簡単に吹けます～」

第142回
芸道
講　師　　須田敏男氏（歌謡史研究家）
1月 15日（日） 市民会館　雪月桃の間 参加者　13人

「昭和歌謡史パート6　1980－1988～個の時代へ、歌謡曲の終末～」

第141回
芸道
講　師　　古河靖成氏、佐藤勇太氏（関東港業株式会社）
12月 4日（日） 市民会館　松竹梅の間 参加者　10人

「くん蒸ってなに？～日本の生態系・食の安全・文化財…様々なものを守る　消毒のプロ集団～」
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第134回芸道「力を抜いて ほぐして健康・野口体操をやってみよう
～動きが変われば楽になる、自然に学ぶ体操の体験講座～」

　第 134回仕事人「家族葬ってなに？
あなたの疑問にお答えします」

第 135回芸道
「縄文の復元」

第 133回仕事人「フラワーアレンジメントで
人生に彩りを！」

第 133回芸道「プロメイクアーティスト前田みのるが
教える 貴方にあった眉描き方レッスン」

第135回仕事人「中国医学・推拿・ツボで季節の養生法を
知る～治癒力を高め、病気にならないカラダづくりを～」

第 136回仕事人「実は簡単！だけど奥が深い
　はじめませんか、鉄道模型」

 第 136回芸道「礼法で、相手に感謝し
思いやる心を表現してみましょう」
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第 137回仕事人「今日から実践！
運動、スポーツ障害の予防法」

第 138回仕事人「狂言にふれてみよう～信長・秀吉・
家康．．．武将たちが愛した “笑い” とは？～」

第 138回芸道
「あなたの暮らしを守る防犯意識と護身術」

 第 139回仕事人
「保護司ってどんな仕事？」

第 140回仕事人
「食育でゲンキ！」

第141回仕事人「くん蒸ってなに？～日本の生態系・
食の安全・文化財…様々なものを守る　消毒のプロ集団～」

 第 140回芸道「はじめての漢詩
～杜甫の詩を読んでみよう～」

第141回芸道「身の回りの自然に目を向けてみよう
～ガーデニングの経験から～」
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第 142回芸道「昭和歌謡史パート 6　
1980－1988～個の時代へ、歌謡曲の終末～」

第 143回仕事人「まぁるく繋がる、
ベーグルが結ぶ人と人」

第 144回芸道「癒しの木の笛講座
～どなたでも簡単に吹けます～」

第 143回芸道「あなたの足元に広がる、
実は身近なコケの世界へ」
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１．概要と目的
　目まぐるしく変化する現代社会を楽しく元気に生きていくための考え方や、ヒントを探してみること
を目的に、3回構成で開催した。グループに分かれてワークショップを行うことで、キャリアデザイン
の考え方について学んだ。

２．内容 

３．振り返り
　今回は、「人生 80 年時代」とも呼ばれる現代で、楽しく元気に生活していくために、どのような力が
求められているのか、キャリアデザインの考え方についてワークショップなどを通して学びつつ、参加
者同士で意見交換を行った。今年は講師が変更となったこともあり、「キャリアデザインとは何か」、「コ
ミュニケーションとは何か」といった基本的な事柄についても丁寧に説明していただいた。参加者の年
齢層は 60～ 80 代が中心であった。昨年度に引き続き参加者数が減少傾向にあることから、今後はテ
ーマ設定や広報などを工夫することで、多くの方が参加できるような講座としたい。

《受講者の感想》
・参加者が意見を多く言えたのがよかったです。
・幾つになっても自分を見つめ、分析し、新しいことにチャレンジしていきたいです。

キャリアデザイン事業
キャリアデザイン連続講座

人生80年時代を楽しく元気に生きる

講　師：松田満江氏（株式会社 リカレントキャリア代表）
実施日：第 1回　3月 4日（土）
　　　　第 2回　3月 11日（土）
　　　　第 3回　3月 18日（土）
時　間：各回とも 13時～ 16時
場　所：市民会館　松竹梅の間
資料代：500円（全 3回分）
参加者： 第 1回 6人、第 2回 7人、第 3回 6人
事業区分：委託事業

第 1回
第 2回
第 3回

月　　日
3月 4日（土）
3月 11 日（土）
3月 18 日（土）

内　　　　容
現代社会を語ろう
今、求められる力とは
人生 80年時代を考える
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１．内容
　小学生を対象に、滑石を材料にした勾玉作りの講座を実施した。

２．振り返り
　5月の連休中は企画展の関連事業として、8月は小学校の夏休み期間に合わせて実施した。制作前に勾
玉について説明を行い、当館所蔵資料の勾玉に触れる時間を設けた。8月は、例年どおり、市内の近隣
小学校 4校全児童にチラシ配布を行った。定員を超える申込みがあったものの、市民会館の台所も会場
として利用し参加者を 2グループに分けて対応したため、大きな混乱もなく開催することができた。

１．内容
　子どもと保護者に日本の伝統文化である茶道に触れるきっかけを提供するとともに、本格的な日本建
築である市民会館と松樹庵を体験してもらうことが目的である。参加者を 2グループに分け、掛軸の見
方やお菓子の取り方、茶碗の取扱いなど基本的な動作を学んだ後、茶筅を使って抹茶をたてる体験と、
茶室「松樹庵」で茶席の作法の説明を受けながら、茶菓子と抹茶をいただく体験を交替で行った。

２．振り返り
　昨年度に引き続き、午前と午後の2回開催とし、近隣小学校4校の全児童に行きわたるようにチラシを
配布した。参加者総数は昨年とほぼ同じであったが、小学校低学年の参加が目立った。保護者も子どもた
ちと一緒になって参加しており、伝統文化の体験だけでなく、親子のコミュニケーションの場ともなって
いることがうかがえた。

キャリアデザイン事業
子ども・親子対象の講座

古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！
実施日：第 1回　5月 5日（木・祝）、第 2回　8月 1日（月）
　　　　第 3回　8月 4日（木）　
時　間：各回とも 10時～ 12時
場　所：博物館前庭
材料費：100円
参加者：第 1回 20人、第 2回 35人、第 3回 38人
事業区分：委託事業

親と子の茶道講座 ～飲もう！たてよう！お抹茶体験～
講　師：五十嵐宗玲氏（裏千家茶道教室指導者）
実施日：3月 20日（月・祝）
時　間：10時～ 11時 30分、13時 30分～ 15時
場　所：市民会館　松の間、松樹庵（茶室）
参加費：200円
参加者：午前の部　14人（大人 4、子ども 10）
　　　　午後の部　17人（大人 5、子ども 12）
事業区分：委託事業
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１．内容と目的
　オープンサタデークラブは子どもたちの豊かな人間性や社会性を育み、国際社会に生きる日本人とし
ての下地を育む機会を地域社会全体でつくり出すことを目的に、平成 14年度より市教育委員会が主催
するものである。いけ花、日本舞踊のクラブを昨年度に引き続き実施した。平成 18 年度まで別会場で
行われてきたオープンサタデークラブの展示・発表会を、博物館・市民会館を利用して行った。

２．振り返り
　小学生に和風建築の佇まいの中で花を生ける、あるいは舞を習う以外にも、礼儀作法を学ぶ機会の提
供となっている。またクラブ終了後に博物館で展覧会を見てくれる子どもがいるのも喜ばしい。
　クラブフェスタでは、昨年度に引き続きハワイアンフラの発表会場ともなり、華やかな衣裳が会場を
彩った。また、日本舞踊の発表や子ども達の作品を見学する家族連れで会場が賑わっていた。
　毎月のサタデークラブでは多くの保護者が送り迎えのために来館するため、高齢者の来館が多い当館
にとって、本事業は子どもたちや子育て世代が来館する貴重な機会となっている。また、各クラブを指
導する方々の中には博物館事業で講師を務めた方もおり、今後も単なる会場貸しに終わらない連携構築
の機会と捉えていきたい。

キャリアデザイン事業
小学生を対象とした共催事業

オープンサタデークラブ（いけ花、日本舞踊）
クラブフェスタ2017
オープンサタデークラブ
指　導：野田いけばな協会、野田日舞連盟
実施日：4月16日、5月7日*1、21日、6月4日*2、18日、7月2日、  
               9月3日、17日、10月1日、15日、11月19日、12月3日、
               1月21日、2月4日、3月4日（いずれも土） 
　　　　*1日本舞踊のみ実施　*2 いけ花のみ実施。
場　所：市民会館　雪月桃の間（いけ花）　松竹梅の間（日舞）
参加者：延べ 227人（いけ花）　延べ 115人（日舞）

クラブフェスタ2017
実施日：2月 17日（金）、18日（土）、19日（日）
場　所：（展示の部）市民会館全館
　　　　17日　　　　6クラブによる展示
　　　　18日、19日　7クラブによる展示
　　　　（発表の部 *3）博物館 1階展示室
　　　　18日 10時 30分～ 11時 10分　日本舞踊
　　　　　　　　　　　　　　11 時 15分～ 11時 45分　ハワイアンフラ
入場者：延べ約 1,640 人 
*3 第29回ミュージアム・コンサートとして実施
事業区分：共催事業
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１．概要と目的
　市教育委員会が平成 17 年度より取り組んできた「キャリア教育実践プロジェクト　中学生の職場体
験」への協力として、体験や見学（インタビュー）の受入れを行った。博物館職員の基本的な業務内容を
知り、体験してもらうことで、この仕事で働くことの意義について学んでもらうことが目的である。

２．内容

３．振り返り
　昨年度は希望者が少なかったが、その要因として、そもそも「博物館」という施設や「学芸員」という仕
事が中学生にとってイメージしづらいことが考えられた。そこで、今年度の職場体験では、博物館の役
割や学芸員の仕事についてまとめたスライドを見てもらい、博物館や学芸員に対する理解を深めるとこ
ろから始めることとした。
　野田市立第二中学校の体験を受入れた時期が呈茶席と重なったこともあり、例年行っている資料の写
真撮影・調書作成のほかに、呈茶席の準備も行った。その上で実際に茶席に参加してもらうことで、市
民会館を活用した文化活動の意義について実感してもらう機会とした。また、近隣の商店や施設へ出向
いてチラシの配布を行った。ソーシャルネットワークなどが進化する一方、現実での人間関係の希薄化
が懸念される昨今において、特に中学生は部活や受験勉強等が忙しく、地域と疎遠になりがちな時期で
ある。こうした職場体験が、様々な地域の人々と直接顔を合わせ、その地域を知る機会となれば幸いで
ある。

キャリアデザイン事業

職場体験受入
期　間： 随時
件　数：2件 

事業区分：委託事業

月　日
6月1日（水）、2日（木）

6月22日（水）、
23日（木）、24日（金）

内　　容
学芸員の仕事紹介、資料クリーニング、
ミュージアムグッズ検討
資料の調査や写真撮影、調書作成、展
示室清掃、接客対応、梱包具作り

学校名、学年
野田市立南部中学校 2年生

野田市立第二中学校 2年生

人数
5人

2人
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１．内容 
　大学の学芸員養成課程からの要請に応じて学生を受け入れた。資料整理や目録作成のほか、期間中に
開催される講座の準備や運営に関わってもらうなど、学芸業務の補助的な実習を行った。

２．振り返り
　例年行っている資料整理や収蔵庫の環境調査といった学芸業務の体験、勾玉作り体験教室や寺子屋講
座などの講座補助を行った。当館では、博物館実習のために特別なプログラムを組むというよりも、学
芸員の日常的な業務を一緒に行うことを重視している。
　本年度も期間中に開催したイベントのスタッフ業務や、資料を取り扱う業務を多く行った。また、特
別展「生誕 140 年　染谷亮作と川間村」に向けた資料調査のため、市内の小学校に赴き民具や教科書な
どの撮影を行った。当館のような地域博物館においては、自館の所蔵する資料だけでなく、地域に存在
する資料についても調査を行い、地域の文化財として把握・活用を進めていく必要があると考えている。
館外での調査活動は、学生たちにとっても貴重な体験になったのではないかと思われる。

キャリアデザイン事業

博物館実習受入
期　間：7月30日（土）～8月7日（日）、9月19日（月・祝）の
　　　　　　9日間 　※8月 2日（火）は休館
人　数：7人（江戸川大学 2・筑波大学 2・日本大学 1・法政
大学 2）

事業区分：委託事業

月　日

7月 30 日（土）

7月 31 日（日）
8月 1日（月）
8月 3日（水）
8月 4日（木）
8月 5日（金）
8月 6日（土）
8月 7日（日）
9月19日（月・祝）

午　　後

勾玉講座準備

資料整理・撮影（考古資料）
資料整理・撮影（家相師関係資料）
野田市立川間小学校所蔵資料調査
資料整理・撮影（考古資料）
川間小学校所蔵資料調査
資料整理・撮影（家相師関係資料）
寺子屋講座スタッフ
観月会スタッフ

午　　前

ガイダンス、市民コレクション展見学、
ギャラリートーク参加
勾玉講座準備
勾玉講座スタッフ
ミュージアムグッズ検討
勾玉講座スタッフ
野田市立川間小学校所蔵資料調査
資料整理・撮影（家相師関係資料）
資料整理・撮影（醤油ラベル等）
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１．概要と目的
　山中直治は大正から昭和にかけて野田尋常高等小学校の教員をしながら童謡の作曲をした人物で、
31 年の短い生涯の間に 200 曲以上の作品を作った。その後は存在を忘れられていたが、平成 8年の当
館特別展を機に再評価され、以来コンサート等でも市民団体によって曲が披露されるようになった。
　「山中直治を歌う会」は平成 9年に結成。本コンサートはNPO法人野田文化広場が主催し、博物館展
示室のグランドピアノを利用して自主事業として開催している。直治の童謡の普及と世代を越えた市民
交流が目的である。

２．演目
　（1）合唱　「春春春」「里の小川」「鼠のお祭」　　（2）斉唱　「だんだん畑」「椿」「萩のトンネル」
　（3）斉唱　「つばめ」「睡蓮」「雀とサクランボ」　
　（4）斉唱　「月見草の咲く丘」「こんこん小山の白狐」「鐘が鳴る」
　（5）フルートとピアノ演奏　「日傘花笠」「麦笛」「江戸川」「ぶんぶく茶釜」
　（6）斉唱　「雨だれ電車」「月見草」「小鳥の夢」　（7）斉唱　「赤いお馬車」「ゆりかごの歌」「蝶々のお花見」
　（8）斉唱　「金の舟」「紅緒のかっこ」「影法師」　
　（9）合唱　「おしゃれの仔狐」「世界の子供」「野田はよいとこ」
　（10）みんなで歌いましょう　「ゆりかごの歌」「こんこん小山の白狐」
　会場内でグラフィックデザイナー・本橋尚徳氏が各曲から着想を得て描いた童画 16点の展示を実施

３．振り返り 
　昨年度は 1月に開催したが、寒さもあって来場者が伸び悩んだため、今年度は 3月の開催とした。例
年と異なり、今年度は司会進行を学芸員がまとめて行い、同時にプロジェクターで本橋尚徳氏の童画の
映像を出演者の後方上 2階手すりの壁面に投影し、その操作も学芸員が行った。童画の投影は以前から
行っていたが、スクリーンを地面に直置きしていたため、後方の来館者からは見にくいといった欠点が
あった。投影方法を改善したことにより、音楽と童画が相まって直治の世界観が演出され、来館者から
も大変好評であった。地元の和菓子屋が作っている直治まんじゅうは、例年どおり好評で、終演後には
完売となった。
　メンバーの高齢化による活動の縮小が懸念されるが、こうした演出などの工夫で会をうまくフォロー
し、山中直治の魅力の発信や歌う会の活動の活性化に寄与していきたい。

キャリアデザイン事業
山中直治の童謡普及

山中直治コンサート
実施日：3月 12日（日）13時 30分～ 15時
場　所：博物館 1階展示室
出　演：山中直治を歌う会（21人）
　　　　米山圭子氏（ピアノ）
　　　　増田奈緒美氏（フルート）
指　揮：秋葉啓子氏
来場者：40人
入場料：無料
事業区分：自主事業
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１．内容 
　市内のガイドボランティア団体「むらさきの里　野田ガイドの会」に委託をし、博物館・市民会館を中
心とした野田市内のガイドを行った。ガイド予約は市民会館内市民つどいの間にて電話等で受付を行
い、ガイドの会が担当者などを手配している。また土・日・祝日にはガイドの会のメンバーが市民会館
に駐在し、予約無しの来館者を案内した。

*ガイドの会が直接予約を受けた人数も含む

２．振り返り
　野田市内の史跡・施設・自然をガイドする「むらさきの里　野田ガイドの会」は、野田中心市街地のま
ち歩きのみならず関宿地区や清水公園などのガイドも手がけている。またガイド料無料、雨天時や高齢
あるいは健康上の問題で長時間のまち歩きが困難な訪問者に対しては、市内の見所の写真を取り込んだ
スライドショーを上映するなど、幅広いニーズに応えることで、野田の散策を希望する市外からの訪問
者やグループ、あるいは市民でまち歩きや施設見学をする者の好評を得ている。
　平成28年 1月の予約分から、夏・冬の休止期間を設ける等の新ルールによるガイドが始められたが、
予約時の混乱等もなく受付を行うことができた。ガイドの会のホームページを参考にガイドの予約をす
る方も多いようで、ますますの利用者層の拡大が期待される。
　また、平成 28年 5月に同会発足以来の案内者数が 5万人を超えたことを記念し、同年 11月 20 日、
12 月 4日、翌年 3月 5日に「野田の見どころツアー」が実施された。本企画は、同会がガイドコースを
予め設定した上で参加希望者を募るというものであったが、いずれの企画も定員いっぱい、もしくは定
員を上回る盛況ぶりであった。ツアーの受付は通常の予約ガイドと同様に市民会館にて行った。今後も、
申込受付や問い合わせへの対応に力を入れ、同会との互恵関係を築きながら連携を図っていきたい。

キャリアデザイン事業

市内ガイド事業
期　間 ： ①予約ガイド　随時
　　　　　　②駐在ガイド　土・日・祝日

事業区分：自主事業

①予約ガイドの実績

②当館駐在中のガイド実績

111 団体 4,184 人 *
うち、市民会館を含むガイドコースの実績　78団体 1,897 人

土・日・祝日計 119 日間で 1,613 人
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１．概要と目的
　平成 21 年度に導入した博物館ボランティア事業を継続した。博物館の有人化によって、来館者のサ
ービス向上とするほか、博物館にとって有益な情報をボランティアの視点から収集すること、さらにボ
ランティアメンバー自身のキャリアデザインにつなげることも目的とする。

２．内容 
　メンバーが、開館時間のうち、9時～13時、13時～17時の 4時間ずつの 2交代制、1人が週に 1～ 2
枠を担当している。展示室の受付（インフォメーションセンター）での来館者の対応をする中で、チラシ
やアンケートの配布、出版物の紹介、来館者とのコミュニケーションや解説を行う。月に 1回の連絡会
では、業務状況の確認のほか、展示の切替えに際しては説明会を実施している。また、館外研修として、
さいたま市大宮盆栽美術館においてボランティア活動の視察、埼玉県立歴史と民俗の博物館においての
ボランティア活動の視察及びび意見交換を行い、大宮盆栽村や大宮公園を散策した。

３．振り返り 
　一昨年度末より 11 名での体制となっている。メンバーの希望を聞き、博物館が常時有人化するよう
に調整をしている。アンケートにはボランティアの親身な応対を評価する声が多く寄せられている。受
付に常駐するボランティアは博物館にとっての「顔」であり、今後も、一層の活躍を期待したい。
　受付や連絡会、研修会への出席率は例年よりも更に上がっており、高いモチベーションで活動を行っ
ている様子が窺がえる。ボランティア連絡会では普段の受付業務のなかで感じたこと等についての情報
共有や意見交換が行われ、多くのメンバーが積極的に発言する姿が見られる。また、連絡会の時間には、
日頃のボランティア活動の振り返りとして、日誌の整理をボランティア自身が行っている。
　館外研修では、大宮盆栽美術館にてボランティアによる展示解説を視察し、埼玉県立歴史と民俗の博
物館にて展示解説の視察及び解説ボランティアとの意見交換会を行った。意見交換会では同じボランテ
ィアの立場として様々な質問が出されており、他館のボランティア活動を知るよい機会となっていたよ
うだ。研修場所の選定については、今後とも工夫を行っていきたい。

キャリアデザイン事業

博物館ボランティア
期　間：随時
人　数：11人
業務日数：261日（半日（4時間）を 0.5 日として計算）

事業区分：委託事業
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１．内容と目的
　仲秋の名月の時期に例年実施している、市民会館の和風建築を活かした月見の会。演奏などの催し物
のほか、軽食や和菓子を提供し、自由な懇談を通して、市民交流の場となることを目的としている。過
去の寺子屋講座の講師や野田文化広場の会員、その知人や家族などを対象とした、招待制のイベントで
ある。

２．演目
　第１部　渡り拍子（下り端）、猩々乱
　第２部　恋の音取、烏手、盤渉楽

３．振り返り
　今年度は能楽師で森田流笛方（重要無形文化財総合指定保持者）である寺井氏に能管を演奏していただ
いた。庭園を舞台とした屋外での演奏を予定していたが、悪天候の影響により、例年どおり屋内での演
奏となった。参加者数は 100 名と昨年度に比べて少なかったが、観覧スペースの点からは若干ながらゆ
とりのあるものとなった。一昨年度から設置している、ビデオとテレビ、無線装置を使用したパブリッ
ク・ビューイング席も上手く活用されていたようである。懇談の時間に庭園に出て月を鑑賞することは
できなかったものの、隣席同士で談笑している姿が多く見受けられたことは喜ばしい。
　観月会の目的は自由な懇談の時間を通して交流の場づくりをすることにあるが、回を重ねるたびに懇
談の時間に様々な交流が図られていることが感じられる。今後も様々な市民の交流の場として機能する
ように努めていきたい。

交流事業
市民交流会

観月会
実施日：9月 19日（月・祝）　18時～ 20時 15分
場　所：市民会館　全館
出　演：寺井宏明氏（能管）
参加費：700円
参加者：100人

事業区分：自主事業

わた　　ひょうし  さが　     は　　　しょうじょうみだれ

こい　　 ね とり　　からすで　　 ばんしきがく
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１．内容と目的
　ミュージアム・コンサートは市民の交流を促す事業の一つとして行われる。演奏者や音楽団体は市民
の中から募り、また入場料は無料とするなど、気軽に集まれる雰囲気を創出し、市民相互の、あるいは
異なるコミュニティの人同士のコミュニケーションを促進する目的がある。また博物館ギャラリーでの
音楽演奏という新しい文化の楽しみ方の創造にもつなげていく。
　第 28回目の本コンサートでは、野田大杉ばやし社中の皆様に、雅楽や邦楽・民謡を中心とした、太
鼓や横笛によるお囃子の演奏をご披露いただいた。また、代表の宮本昌昭氏による楽器や曲目の解説も
行い、宮本氏の軽快な解説で会場は大変な盛り上がりを見せた。また、横笛製作者の柳田久徳氏による
横笛の展示も実施するなど、非常に充実した内容のコンサートとなった。

２．演目
（1）雅楽「越天楽」　（2）囃子「仁羽」「神輿囃子」「江戸囃子」　
（3）踊り「阿波踊り」「盆踊り」（野田踊り、野田盆唄）
（4）民謡「黒田節」「会津磐梯山」　
（5）大杉ばやし

３．振り返り
　年中行事にも関わる民俗芸能は実施する季節も重要となるため、代表の宮本氏と早い段階から協議し
た結果、野田で夏祭りが本格的に始まる前の 6月に開催することとした。
　横笛の展示や、上演前に実施した活動の様子を記録したビデオの放映、ひょっとこや獅子舞の登場な
ど、演出面で工夫を凝らし、来場者にも非常に好評であった。また、宮本氏による軽快なトークも、会
場を大いに盛り上げた。
　来場者からは、「説明がわかりやすかった」「お囃子の奥深さを知ることができた」「1時間では短すぎ
る、もっと聞きたい」といった意見が寄せられた。出演者の満足度も高く、演奏者、来場者双方にとっ
て非常に有意義なコンサートとなった。

交流事業
ミュージアム・コンサート
横笛と太鼓で奏でる　雅楽・邦楽・民謡10選               
                                                             ～過去・現代・そして未来へ～

実施日：6月 12日（日）14時～ 15時
場　所：博物館１階展示室
出　演：野田大杉ばやし社中
入場料：無料
来場者：84人

事業区分：委託事業

にん ば
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１．内容と目的
　第 30回目の本コンサートでは、野田市とその近隣地域で活動を行っているサキソフォン奏者・栗原
智子氏とピアノ奏者・小林志摩子氏に、クラシックの名曲を中心に演奏していただいた。吹奏楽の楽器
としてよく知られているサキソフォンによるクラシックの演奏に熱心に聴き入っていた。

２．演目
（1）ビゼー作曲／歌劇《カルメン》より「前奏曲」　（2）プッチーニ作曲／歌劇《トゥーランドット》より「誰
も寝てはならぬ」　（3）ドビュッシー作曲／ベルガマスク組曲より「プレリュード」　（4）ラブランド作曲
／「ユー・レイズ・ミー・アップ」　（5）ショパン作曲／「ノクターン」　（6）リスト作曲／「カンパネラ」　
(7) ピアソラ作曲／「リベルタンゴ」　（8）メンケン作曲／映画《リトルマーメイド》より「パート・オブ・
ユア・ワールド」　（9）モンティ作曲／「チャルダッシュ」　

３．振り返り
　栗原智子氏・小林志摩子氏ともに野田市内の音楽教室にて講師を務めており、当日は多くの来場者が
詰めかけていた。『クラシック音楽』というと堅苦しいイメージとして捉えられがちであるが、司会を務
めた栗原氏のリードもあってか、和やかな雰囲気のもとで進んでいった。クラシックのなかでも比較的
ポピュラーな曲が選ばれており、普段あまりクラシック音楽に接することが無い人にとっても、聴きや
すい曲で構成されていた。また、サキソフォンという楽器について栗原氏が解説をする時間も設けられ
たり、曲紹介では楽器を学んでいた頃のエピソードが語られるなど、演奏以外の部分も充実したものと
なっていた。途中、小林氏によるピアノ独奏も行われ、博物館のピアノを活用してほしいという要望に
も応えることができたと考えている。

交流事業
ミュージアム・コンサート

サックスとピアノで奏でるクラシック
実施日：2月 25日（土）14時～ 15時
場　所：博物館１階展示室
出　演：栗原智子氏（サキソフォン）、小林志摩子（ピアノ）
入場料：無料
来場者：126人

事業区分：委託事業
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１．概要と目的
　小学校との連携の取り組みの一環として、課外授業で博物館見学を希望する学校に対して、博物館・
市民会館の館内解説、館外施設の解説、昔のくらしに関する道具の体験等の体験学習の指導などを行っ
た。
　小学校による博物館の利用は、6年生の社会科での歴史学習の導入や、3年生の昔のくらしの単元で
の利用を希望する学校が多い。希望する学校に対しては担当教員と学芸員が事前に打合せを行い、解説
や体験学習の内容提案を行った。中でも実物資料のハンズオンや、築約 90 年の和風建築の見学など、
学校の教室では行えない内容を盛り込むことを意識した。

２．内容
見学会

交流事業
学校との連携

学校見学対応、出張授業
期　間：随時
件　数：見学会 6件

事業区分：委託事業

月　日
7月 21 日（木）

11月 17 日（木）

1月 25 日（水）、
27日（金）

1月 26 日（木）

2月 13 日（月）

3月 9日（木）

内　　容
施設見学（博・市）、昔のく
らしの道具体験
施設見学（博・市）、昔のく
らしの道具体験
施設見学（博・市）、昔のく
らしの道具体験
施設見学（博・市）、昔のく
らしの道具体験
施設見学（博・市）、昔のく
らしの道具体験
施設見学（博・市）、茶道体
験

学校名、学年
野田市立中央小学校 1～ 6年生
（夏休み学び教室）
柏市立田中小学校 3年生

野田市立南部小学校 3年生

野田市立中央小学校 3年生

野田市立宮崎小学校 3年生

野田市立二川小学校なかよし学
級児童・保護者・引率教員

人数
70人

106 人

137 人

120 人

93 人

19 人
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３．振り返り
　見学内容としては、平成 25年度より開始した昔のくらしの道具体験が定着した感があり、ほぼすべ
ての学校に対して火のしや電話機等の道具体験を実施した。ただし、体験を行うと時間がかかってしま
い、時間が押してしまうケースもよく見られた。ただし、体験できる人数を制限すると他の子どもに不
公平感が出てしまったり、体験できなかった子が飽きてしまう等のケースも見られるため、下見の際に
見学時間と内容について、学校側とさらに協議する必要があるだろう。
　今年度は新たな取組として、野田市立二川小学校なかよし学級児童・保護者・引率教員への茶道体験
を実施した。これは、学校側からの要望をきっかけに実現したものであるが、当館としても初めての取
り組み出であったため、内容や費用について学校側と相談を重ねた結果、実現することができた。学校
見学への対応は当館にとっても大切な取組であるが、単に博物館側が学校に一方的に配慮して行うので
はなく、学習意図、当館で行う意義などを双方で熟考し、互いの課題を補う形で、新しい取組を考えて
いくことが今後の学校対応を考える上で望ましい形であろう。
　平成 20年度より開催している企画展「野田に生きた人々　その生活と文化」シリーズは小学校高学年
の歴史の授業を意識している。しかし、見学のために来館する学校数は年々減少しており、昨年度に引
き続き、今年度も見学校数が 0校となっている。そこで、来年度より同企画展の会期を学校見学の多い
1月～ 3月に移動することとした。

市民会館の見学（南部小学校３年生） 常設展の見学（二川小学校なかよし学級）
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１．概要と目的
　野田市茶道協会の提案で、市民会館と茶室「松樹庵」を活用した茶会を平成 20 年度より実施してい
る。地元の歴史ある茶室と、野田で茶道を通じた文化活動が活発に行われていることをアピールしたい
という野田市茶道協会の意向は、当館の施設利用促進や市民交流の目的とも合致しており、同会が茶会
の準備及び全般の進行を担い、当館が施設や備品の提供、PR をするという役割分担を行っている。お
抹茶と茶菓子が本格的な作法で振る舞われるが、茶道の経験の有無にかかわらず、誰でも席入りできる
よう心がけている。

２．振り返り
　開催するたびに次回の開催時期をたずねる問合せが来るなど、茶道協会が野田市文化祭の一環として
市民会館を会場として行っている 10月の市民茶会と合わせて、当館で定期的に行われている茶席とし
て定着していると感じられる。
　本年度は 3回実施し、いずれも晴天に恵まれた。第 3回はやや参加者が少なかったが、天気だけでな
く気温も影響したと思われる。明治期に建てられた当館の茶室「松樹庵」には、冷暖房の設備は備わって
おらず、暑さ寒さの影響を非常に受けやすい。歴史ある本格的な茶室ゆえの問題であるが、主催者側と
しては今後も開催時期に気を配ることで、参加者が心地よく参加できるものにしていくべきであろう。

利用者へのサービス事業

呈茶席
協　力：野田市茶道協会
実施日：第 1回　6月 26日（日）10時～ 15時
　　　　第 2回　11月 20日（日）10時～ 15時
　　　　第 3回　3月 26日（日）10時～ 15時
場　所：市民会館　松樹庵（茶室）
参加費： 300 円
参加者：第 1回 67人、第 2回 63人、第 3回 53人
事業区分：委託事業
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ミュージアムショップ

　ミュージアムショップでミミーストラップ、山中直治童謡曲集CD、野田かるた、「野田市郷土博物館・
市民会館絵はがき」（全 16 種）等の販売を行った。また、展示室にて「ドグウのミミーカンバッジ」（全 6
種）をカプセル自動販売機で販売した。

ミミーグッズの作成、販売
○「ドグウのミミーマグネット」（クッキング ver.）
販売期間：3月 24 日（金）～
価　格：100 円（税込）
内　容：「ドグウのミミー」の新作として、縄文土器で煮炊
きをするミミーをイメージに「ドグウのミミーマグネット」
（クッキング ver.）を作成し、これまでの「ドグウのミミー
カンバッジ」に加えて販売を開始した。

利用者へのサービス事業

「ドグウのミミーマグネット」（クッキング ver.）
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ホームページの運営
展覧会、各種イベントに際し随時情報を更新した（URL　http://www.noda-muse.or.jp）。

《分析と振り返り》
　平成28年度のホームページのセッション *1は、月平均2,438と、昨年27年度のセッション月平均
2,375に比べて約1.02倍と利用者数はほぼ同じであるが、このうち約63%が新規のユーザーであった。
年間を通して閲覧数の多い上位10ページは、次のとおりである。
1.トップページ（昨年度1位）　　　　　　　　  　 2.市民会館貸し部屋利用案内（昨年度2位）
3.展覧会（特別展／企画展）（昨年度3位）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4. 利用案内（昨年度4位）　　　　　　　　　

5. 学芸員紹介（昨年度5位）　　　　　　　　　　　6.常設展示（昨年度6位）　　　　　　　
7.予定イベント一覧（昨年度8位）　　 　　　　　  8.寺子屋講座（昨年度7位）
9.番組取材、ロケハンの方へ（昨年度10位） 　      10.館長ごあいさつ（昨年度9位）　　　　　
　よく閲覧されたページについては、27年度のような大きな変動はなく、去年から急増した「市民会館貸し
部屋利用案内」が依然として高い傾向が続いている。閲覧デバイスは、PCが51.65%、 モバイルが43.05%、 
タブレットが5.31%となっている。2年前の閲覧デバイスは、PCが、70.36%、モバイルが、25.71%、タブレッ
トが3.93%であり、スマートフォンでの閲覧が非常に早い勢いで増えていることが分かる。24年度に行っ
たサイトリニューアル以降、大きなページ構成の変更を行っていないため、スマートフォンの閲覧を念頭に
おいてユーザーの導線を考え直し、アクセス解析を元にページ構成の変更を行っていくことが必要かもしれ
ない。
　平成28年度の大きな事柄として、12月から資料データベースのアクセス解析も開始した。セッション数
は、月平均55だった。資料データベースからは館蔵資料を手軽に知ることができるため、サイトの導線を見
直す等、より多くの人に活用していただけるように工夫をしてきたい。
*1 セッション：ユーザーがサイトに訪れた回数。30分以内の同一ユーザーの再訪問はカウントされない。

平成 28年度　博物館ホームページ　アクセス解析

　*2  ページビュー：ページが表示された回数。
　*3  ユーザー：指定した集計期間において、サイトへの訪問した人数から重複を除いた人数。

宣伝・広報事業
事業区分：委託事業　

セッション
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

2,145
2,388
2,488
2,454
1,969
2,422
2,549
2,503
2,262
2,647
2,726
2,709
29,262

ページビュー*2

4,992
5,485
6,248
5,757
4,343
6,058
5,666
5,810
5,756
6,265
6,551
6,347
69,278

1,478
1,638
1,649
1,736
1,436
1,712
1,819
1,812
1,573
1,922
2,065
2,004
20,844

ユーザー*3

セッション数 2145 2388 2488 2454 1969 2422 2549 2503 2262 2647 2726 2709
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タウン誌・一般紙への情報提供

市定例記者会見への情報提供（3回）のほか、市報、タウン誌等に定期的な情報提供を行った。また、新
聞・テレビ・雑誌の各種取材に協力をした。

○新聞掲載
　　日付　        掲載紙 　　　　　　　　　見出し　　　　　　　　　　　　　取材対象

○テレビ取材
　　日付　　　 掲載紙　　　　　　　　  見出し　　　                              取材対象

ポスター・チラシの配布

7月16日
7月22日
8月10日
8月27日
10月28日
11月22日
11月27日
1月12日

1月28日

2月12日

張り子　全国の 300 点紹介
心和ます張子人形の魅力
各地の張り子 300 点展示中
全国の張り子人形 300 点
染谷亮作の足跡たどる
旧川間村発展の功績紹介
「川間村」と染谷亮作の足跡たどる
野田が生んだ仕事人

“食” の仕事人知って

「食の仕事人」を紹介　野田で企画
展開催中

東京新聞
産経新聞
朝日新聞
千葉日報
東京新聞
千葉日報
産経新聞
東京新聞

千葉日報

産経新聞

企画展「張子人形の世界へようこそ」
企画展「張子人形の世界へようこそ」
企画展「張子人形の世界へようこそ」
企画展「張子人形の世界へようこそ」
特別展「染谷亮作と川間村」
特別展「染谷亮作と川間村」
特別展「染谷亮作と川間村」
企画展「集まれ！食の仕事人～見せ
ます、私の仕事道具～」
企画展「集まれ！食の仕事人～見せ
ます、私の仕事道具～」
企画展「集まれ！食の仕事人～見せ
ます、私の仕事道具～」

イベント名
　　企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　2016
　　　　　　　　　　　　　　～考古資料と新収蔵品から～」
　　市民コレクション展「張り子人形の世界へようこそ～髙梨
　　東道さんのコレクション～」
　　特別展「生誕140年　染谷亮作と川間村～農業と教育の理想
　　を目指して～」
　　市民公募展「集まれ！食の仕事人～見せます、私の仕事　
　　道具～」
　　自主調査研究グループ育成連続講座「四季の暮らしを楽しむ
　　和の “しつらい” レッスン」
　　

ポスター
A2　200部

A2　200部

A2　300部

A2　200部

A3　100部

チラシ
A4片面　 4,000部

A4両面　 6,000部

A4両面　 12,000部

A4両面　 7,500部

A4両面 　1,500部

9月13日

9月26日
10月19日

J:COM
東葛葛飾
NHK千葉
J:COM
東葛葛飾

「デイリーニュース」

「昼のニュース」
「デイリーニュース」

企画展「張子人形の世界へようこそ」

企画展「張子人形の世界へようこそ」
特別展「染谷亮作と川間村」

73



図録の作成、出版
○特別展『生誕 140 年　染谷亮作と川間村～農業と教育の
理想を目指して～』
体　裁：A4判
頁　数：74頁
価　格：500 円
部　数：1,100 部

年報紀要の作成、出版
○野田市郷土博物館　市民会館
　年報・紀要　第 9号　2015 年度
体　裁：A4判　　　　　　 
頁　数：138 頁　　
価　格：500 円
部　数：700 部

野田市郷土博物館・市民会館パンフレット (初版 ) の印刷
野田市郷土博物館・市民会館パンフレット（初版 ) を 10,000 部増刷。当館に設置し、近隣施設への
配布を行った。

出版事業
事業区分：委託事業　

イベント名
       キャリアデザイン連続講座
　　呈茶席　5月、11月、3月
　　第28回ミュージアム・コンサート「横笛と太鼓で奏でる雅楽・
　　邦楽・民謡 10選」
　　第30回ミュージアム・コンサート「サックスとピアノで奏
　　でるクラシック」
　　寺子屋講座　4月―6月
　　寺子屋講座　7月―9月
　　寺子屋講座　10月―12月
　　寺子屋講座　1月―3月
　　山中直治コンサート
　　夏休みイベント
　　「市民コレクション展「張子人形の世界へようこそ～髙梨　
　東道さんのコレクション～」／勾玉作り」
　　春のイベント「飲もう！たてよう！お抹茶体験」

ポスター
A3　100部
A3各100部
A3　100部

A3　100部

A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部
A3　100部

―

―

チラシ
A4片面 　1,500部
A4片面 各1,500部
A4片面 　1,500部

A4片面 　1,500部

A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面　 2,000部
A4片面 　1,500部
A4片面 　3,500部

A4片面 　3,500部
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